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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

発 議 ２件

○みやぎ子ども・子育て県民条例

○宮城県薬物の濫用の防止に関する条例

意見書 ４件

○私学助成の充実強化に関する意見書

○平成27年９月関東・東北豪雨に係る災害対

策に関する意見書

○地方創生に係る「新型交付金」等の財源確

保を求める意見書

○ＩＣＴ（情報通信技術）利活用のための環

境整備の促進とふるさとテレワークの推進

を求める意見書

可決・同意・認定した
知事提出議案 件

○平成 年度宮城県一般会計補正予算

○県立学校条例の一部を改正する条例

○工事請負契約の締結について（津谷川等護

岸等災害復旧工事）

○教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて

○平成 年度宮城県一般会計決算及び各特別

会計決算の認定について ほか

附帯意見 １件

○県行政に係る基本的な計画の策定について

（宮城県地方創生総合戦略）

計画の推進に当たっては、市町村及び地

域の事情を考慮するとともに、県内の課題を

十分に認識した上で推進すること

採択した請願 ２件

○政府及び国会に対し私学助成に関する意見

書の提出を求めることについて

○学齢超過義務教育終了者の高等部進学を求

めることについて

不採択となった請願 １件

○小・中学校全学年で 人以下学級の実施を

求めることについて
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宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

Ｅメール
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⊃⊂⊂⊂⊂みやぎ県議会だより へのご意見・ご感想をお寄せください

予算特別委員会

９月 日に委員 人による総括質

疑を行い、その後、各分科会での審

査を経て、平成 年度宮城県一般会

計補正予算等を可決した。

総括質疑者 畠山和純、佐藤光樹、

石川光次郎 自由民主党・県民会議

ゆさみゆき 改革みやぎ 佐藤詔雄

社民党県議団 石橋信勝 公明党県

議団 天下みゆき 日本共産党宮城

県会議員団 菅間進 無所属の会

吉川寛康 世紀クラブ 齋藤正美

最速復興県民の会 境恒春 維新の

党

決算特別委員会

常任委員会

県議会からのお知らせ

●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開会

日に「ラウンジコンサート」を開催

しています。入場は自由ですので、

ぜひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／平成27年11月27日（金）午

後０時15分～45分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／緒方 早紀子

・曲目／星に願いを ほか

▷お問い合わせ先 議会事務局総務

課290222113571

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、

自由に傍聴できます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会事務

局総務課290222113571

議長記者会見

９月定例会閉会日の

月５日、安藤俊威議

長が記者会見を行っ

た。

９月定例会を振り返

って「今定例会におい

て２つの議員提案条例

を可決した。宮城県薬物の濫用の防

止に関する条例については、今後、

執行部において本条例を運用してい

ただき県民の安心・安全のため頑張

っていただきたい。また、みやぎ子

ども・子育て県民条例については、

この条例により子ども・子育て支援

に関する施策がより総合的・継続的

に推進され、県民の皆さんが安心し

て子どもを生み、育てることができ、

かつ、子どもが健やかに成長し、将

来自立した大人となることができる

環境の整備が図られることを期待す

るとともに、その実現に向けて，県

議会としてもしっかりと役割を果た

していきたい」と述べた。

また、今回の国勢調査の結果によ

り、平成 年度以降の地方交付税が

大きく減少する可能性が高いという

被災沿岸 市町の議会議長の懸念を

受け、「８月 日に市議会議長会及

び町村議会議長会とともに、地方交

付税算定の特例措置等について、政

府や関係省庁に対して要望活動を実

施し、その際、総務副大臣から三宅

島の全島避難の際の例を参考に、対

応を検討する旨の回答を得ている」

と説明した。

９月 日に設置し、委員長に川嶋

保美（自由民主党・県民会議 委員、

副委員長にすどう哲（改革みやぎ）

委員を選任した。９月 日に委員

人による総括質疑を行い その後 各

分科会での審査を経て、平成 年度

宮城県一般会計決算等を認定したほ

か、議案２件を可決した。

総括質疑者 村上智行 長谷川洋

一 橋伸二 自由民主党・県民会

議 坂下やすこ 改革みやぎ 岩渕

義教（社民党県議団 小野寺初正（公

明党県議団 遠藤いく子 日本共産

党宮城県会議員団 堀内周光 無所

属の会 吉川寛康 世紀クラブ

齋藤正美 最速復興県民の会 境恒

春 維新の党）
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復旧・復興に係る活動

大震災復旧・復興対策調査特別委

員会は、８月４日に東京電力 株 を

招致し、原発事故の賠償や汚染水関

係について意見聴取を行った。８月

日には、安藤議長とともに東京電

力 株 福島復興本社に出向き、石崎

芳行代表に「風評被害に係る迅速か

つ十分な損害賠償の実施及び原発

事故の早期完全収束を求める要請

書」を手渡すとともに意見交換を行

った‖写真‖。

平成 年６月定例会以降に行われ

た各委員会の県外調査の概要と今定

例会での主な審査議案は次の通り。

●総務企画委員会

調査先（調査項目） 熊本県議会（移

住・定住促進事業について）、長崎

市議会（公共施設管理プロジェクト

について） ほか

審査議案 宮城県県税条例の一部を

改正する条例など３議案及び請願１

件

●環境生活農林水産委員会

調査先（調査項目） 富山県議会（新

富山県水産業振興計画の概要と主な

推進施策について ほか

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（志津川漁港防潮堤災害復旧工

事（その２ など７議案

●保健福祉委員会

調査先（調査項目） 広島県議会（ド

クターヘリの運用状況について）、

和歌山県議会（医療介護連携調整実

証事業の概要について ほか

審査議案 宮城県薬物の濫用の防止

に関する条例など２議案及び請願２

件

●経済商工観光委員会

調査先（調査項目） 国土交通省九

州運輸局（九州広域観光の取組につ

いて）、北九州市議会（観光施策に

ついて ほか

審査議案 職業能力開発校条例の一

部を改正する条例など２議案

●建設企業委員会

調査先（調査項目） 京都府議会（府

民公募型整備事業について、トンネ

ル長寿命化修繕計画について ほか

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（仙台塩釜港塩釜港区護岸等災

害復旧工事）など 議案

●文教警察委員会

調査先（調査項目） 愛知県議会（特

別支援教育の教育環境整備の現状及

び政令市との連携について ほか

審査議案 県立学校条例の一部を改

正する条例など４議案及び請願２件

平成27年
９月定例会特集 第115号
編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号
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ホームページのご案内
県議会のあらまし 議員名簿 本会
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●
質
問
者

代
表
質
問
は
、外
崎
浩
子（
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
、
藤

原
の
り
す
け
（
改
革
み
や
ぎ
）

の
２
人
。

一
般
質
問
は
、
中
村
功
、
今

野
隆
吉
、
長
谷
川
敦
、
仁
田
和

廣
、
千
葉
達
、
佐
々
木
征
治
、

中
島
源
陽
、
小
野
隆
、
藤
倉
知

格
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会

議
）、内
海
太
、
太
田
稔
郎
（
改

革
み
や
ぎ
）、本
多
祐
一
朗
（
社

民
党
県
議
団
）、庄
子
賢
一
（
公

明
党
県
議
団
）、横
田
有
史
（
日

本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）、

渡
辺
忠
悦
（
無
所
属
の
会
）
、

吉
川
寛
康
（

世
紀
ク
ラ
ブ
）

の

人
。
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雇
用
創
出
や
定
住
も
促
進

指
定
廃
棄
物
問
題

現
状
の
ま
ま
で

長
期
保
管
困
難

知
事
答
弁

福
島
第
１
原
発
事
故
で
発
生

し
た
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
議
員
か
ら
「
分
散
保
管
に

関
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
」
と

の
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
わ
が
県
の
指
定
廃

棄
物
は
性
状
が
不
安
定
な
も
の

が
多
く
、
焼
却
な
ど
に
よ
り
減

容
化
・
安
定
化
さ
せ
な
い
限

り
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
全

に
保
管
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
あ
る
」
と
理
解
を
求
め
、
国

が
処
分
場
を
設
置
し
て
早
期
に

処
分
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う
考

え
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た
。

「
地
元
の
反
対
で
国
が
調
査

で
き
な
い
状
況
は
ど
う
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、知
事
は「
市

町
村
長
会
議
で
合
意
し
た
選
定

手
続
き
が
中
断
し
、
結
果
的
に

指
定
廃
棄
物
の
処
理
が
先
延
ば

し
に
な
り
、
一
時
保
管
さ
れ
て

い
る
住
民
・
自
治
体
の
負
担
が

解
消
さ
れ
な
い
現
状
は
大
変
残

念
」
と
答
弁
し
た
。

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

振
興
に
関
す
る
条
例
」
が
６
月

定
例
会
で
可
決
、
成
立
し
た
こ

と
を
受
け

こ
の
条
例
が
目
指

す
も
の
に
強
く
ま
い
進
す
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ

き
で
は
」と
の
質
問
も
あ
っ
た
。

経
済
商
工
観
光
部
長
は
「
条

例
に
基
づ
く
基
本
計
画
を
年
度

内
に
策
定
し
、
中
小
企
業
の
経

営
革
新
・
事
業
の
創
出
、
新
技

術
・
新
商
品
開
発
の
促
進
、
将

来
を
見
据
え
た
人
材
の
育
成
確

保
、
国
内
外
に
お
け
る
販
路
拡

大
な
ど
の
振
興
策
を
商
工
会
等

の
中
小
企
業
支
援
団
体
や
研
究

機
関
、
金
融
機
関
等
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
強
調
し
た
。

中
小
企
業
の
販
路
拡
大
に
関

し
て
、
知
事
は
「
首
都
圏
で
の

県
産
品
の
販
売
拡
大
を
図
る
た

め
、
７
月
に
東
京
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

今
年
度
か
ら
県
内
事
業
者
を
首

都
圏
企
業
に
紹
介
す
る
営
業
専

任
ス
タ
ッ
フ
を
２
名
に
増
員
す

る
な
ど
、
東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
拠
点
に
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
関

西
で
の
販
路
拡
大
を
図
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
営
業
専
任
ス

タ
ッ
フ
を
大
阪
事
務
所
に
１
名

配
置
し
た
」
と
具
体
的
な
対
応

を
示
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
・
創

生
期
間
が
平
成

年
度
か
ら
始

ま
る
こ
と
に
関
し
て
「
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
の
達
成
に
向

け
て
知
事
の
決
意
は
」
と
い
う

質
問
や
、
防
災
集
団
移
転
事
業

や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
関

す
る
質
問
も
目
立
っ
た
。

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
知

事
は
「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
検
証
し
な
が
ら
、
新
た
に
生

じ
る
問
題
に
も
的
確
に
対
応

し
、
引
き
続
き
、
私
が
先
頭
に

立
っ
て
先
進
的
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
、
今
後
の
県
勢
の
発
展

の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
日
本
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
創
造
的

復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

の
決
意
を
語
っ
た
。

防
災
集
団
移
転
な
ど
居
住
に

関
す
る
質
問
に
つ
い
て
、
土
木

部
長
は
「
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
１
９
５
地
区
、
土
地
区
画

整
理
事
業

地
区
に
つ
い
て

は
、全
地
区
で
工
事
に
着
手
し
、

計
画
区
画
数
約
１
万
５
０
０
区

画
に
対
し
て
、
７
月
末
時
点
で

約
３
０
０
０
区
画
が
供
給
さ

れ
、
今
年
度
末
ま
で
に
約
５
５

０
０
区
画
の
供
給
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
平
成

年
度
ま
で
に

事
業
が
完
了
す
る
見
込
み
」
と

説
明
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
に
関

し
て
は
「
約
１
万
６
０
０
０
戸

の
う
ち
９
割
の
事
業
に
着
手

し
、
７
月
末
時
点
で
約
６
７
０

０
戸
が
完
成
し
、
今
年
度
末
ま

で
に
約
１
万
戸
の
完
成
が
予
定

さ
れ
る
な
ど
、
平
成

年
度
ま

で
に
全
戸
が
完
成
す
る
見
込

み
」
と
語
っ
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
に
つ

い
て
は
「
災
害
公
営
住
宅
の
増

設
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
土

木
部
長
は
「
継
続
的
な
意
向

調
査
や
戸
別
訪
問
等
に
よ
り

必
要
戸
数
を
精
査
し
、
約
１
万

６
０
０
０
戸
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
引
き
続
き
、
恒
久
的

な
住
宅
へ
の
移
行
が
円
滑
に
進

む
よ
う
市
町
と
と
も
に
最
大
限

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
弁
し

た
。
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豪
雨
災
害

県

営
農
再
開
を
支
援

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

年
度
末
・
見
込
み
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防
災
集
団
移
転

区
画

災
害
公
営
住
宅
は
１
万
戸

避
難
者
帰
郷
で

支
援
セ
ン
タ
ー

全
国
５
カ
所
に
開
設

約
７
０
０
０
人
の
被
災
者
が

県
外
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
帰
郷
支
援
に
関
し
て
「
時

期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
集
中
的

に
帰
郷
を
促
す
対
応
が
必
要

だ
」
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
避
難
先
の
自
治
体

や
県
内
の
被
災
市
町
等
と
連
携

し
、
避
難
者
交
流
会
な
ど
で
帰

郷
の
足
掛
か
り
と
な
る
復
興
の

進
ち
ょ
く
等
に
関
す
る
情
報
提

供
や
住
宅
再
建
等
の
個
別
相
談

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

毎
月
『
復
興
定
期
便
』と
し
て
、

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
募
集
や

各
種
支
援
制
度
等
に
関
す
る
情

報
も
全
世
帯
に
送
付
し
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

今
後
、
避
難
者
の
帰
郷
が
本

格
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
知
事
は
「
今
年
度
、
東

京
の
支
援
員
増
員
と
大
阪
へ

の
新
規
配
置
を
行
う
と
と
も

に

『
み
や
ぎ
避
難
者
帰
郷
支

援
セ
ン
タ
ー
』
を
全
国
５
カ

所
に
開
設
し
、
支
援
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
っ
た
」
と
答
え

た
。
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第
３
５
３
回
宮
城
県
議
会
（
９
月
定
例
会
）
は
、
平
成

年
９
月
３
日
か
ら

月
５
日
ま
で

日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
南
三
陸
町
防
災
対
策
庁
舎
一
時
保
存
の
た
め
の
調
査
設

計
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
総
額

億
４
８
０
０
万
円
を
追
加

す
る
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
、
議
員
提
案
と
な
る

「
み
や
ぎ
子
ど
も
・
子
育
て
県
民
条
例
」
と
「
宮
城
県
薬
物

の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
の
ほ
か
、
宮
城
県
地
方
創

生
総
合
戦
略
な
ど
計

議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
代
表

質
問
や
一
般
質
問
で
は
、
宮
城
県
地
方
創
生
総
合
戦
略
、
防

災
集
団
移
転
や
災
害
公
営
住
宅
の
取
り
組
み
、
９
月

日
か

ら

日
に
か
け
て
降
っ
た
豪
雨
に
よ
る
災
害
対
策
な
ど
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
県
側
と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。

国
が
掲
げ
る
「
地
方
創
生
」

に
対
応
す
る
た
め
、
県
が
ま
と

め
た
「
宮
城
県
地
方
創
生
総
合

戦
略
」
は
、
県
政
の
重
要
な
施

策
に
な
る
た
め
、
そ
の
効
果
や

実
施
体
制
な
ど
に
関
し
て
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

県
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
効

果
に
つ
い
て
、
知
事
は
「
国
の

地
方
創
生
交
付
金
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
制
度
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
震
災
復

興
計
画
を
加
速
し
、
効
果
が
高

ま
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
」
と

答
え
た
。

実
施
体
制
に
関
し
て
、
知
事

は
「
昨
年

月
、
私
が
本
部
長
、

副
知
事
が
副
本
部
長
を
務
め
る

宮
城
県
地
方
創
生
推
進
本
部
を

設
置
し
、
部
局
横
断
で
対
応
し

て
き
た
。
ま
た
各
部
局
の
若
手

職
員
か
ら
な
る
検
討
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
提
言
も
総
合

戦
略
に
反
映
し
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

地
方
創
生
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
知
事
は
「
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
、
地
域
産
業
の
振
興
、

移
住
・
定
住
の
推
進
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
の
施
策
展
開
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
と
も
、
そ
の
効
果

が
最
大
化
さ
れ
る
よ
う
全
庁
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
強
調
し
た
。

「
県
は
都
市
部
へ
の
一
極
集

中
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い

る
。
今
後
の
対
応
は
」
と
い
う

質
問
も
あ
っ
た
。

知
事
は
「
県
内
全
域
に
お
い

て
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確

保
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
今
後
、
さ
ら
に
高
速

交
通
体
系
の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
等
を
通
じ
て
、
県
内
の
各

地
域
が
双
方
向
で
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
高
め
合
う
、
連
携
型
の

地
域
構
造
を
構
築
し
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

「
本
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
実
績
は
ど
う
か
」
と
い
う
質

問
に
つ
い
て
、
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
に
就
職
支
援
を

行
っ
て
い
る
「
み
や
ぎ
復
興
人

材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
数

値
を
基
に
、
震
災
復
興
・
企
画

部
長
は「
平
成

年
度
に

人
、

年
度
に

人
、

年
度
に

人
、
合
計
で

人
と
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

県議会９月定例会本会議

９
月
の
豪
雨
で
県
内
で
は
河

川
の
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
、

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
災
害
復
旧
に
関

す
る
質
問
も
あ
っ
た
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
、
知
事

は
「

日
現
在
、
県
内

河
川

１
１
７
カ
所
で
被
害
が
発
生

し
、
渋
井
川
な
ど

河
川

カ

所
で
堤
防
が
決
壊
し
て
い
る
。

被
害
状
況
を
引
き
続
き
調
査

し
、
応
急
対
策
を
実
施
す
る
」

と
述
べ
た
。
農
業
関
係
に
関

し
て
は
「
国
と
連
携
し
、
浸

水
・
冠
水
の
早
期
解
消
に
向

け
て
排
水
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
の
対
応
を
示
し
た
。

水
稲
な
ど
の
品
質
低
下
が
懸

念
さ
れ
、
「
農
業
共
済
の
運
用

と
、
必
要
に
応
じ
県
と
し
て
柔

軟
な
支
援
を
」
と
求
め
る
議
員

に
対
し
、農
林
水
産
部
長
は「
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
営

農
再
開
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

営
農
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、農
業
共
済
金
が
迅
速
、

適
切
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
県
農

業
共
済
組
合
を
指
導
、
支
援
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。

生
活
再
建
支
援
に
つ
い
て
総

務
部
長
は
「
県
税
の
減
免
や
納

税
猶
予
、
県
立
高
校
の
授
業
料

の
減
免
、災
害
援
護
資
金
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
っ
て

い
く
」
と
述
べ
、
産
業
施
設
の

被
害
に
関
し
て
、
経
済
商
工
観

光
部
長
は
「
今
回
の
災
害
を
県

制
度
融
資
の
災
害
復
旧
対
策
資

金
の
対
象
に
追
加
指
定
す
る
な

ど
、
被
災
事
業
者
へ
の
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
」と
話
し
た
。

渋井川の堤防が決壊し、水浸しになった大崎市内。
中央・横に延びるのが国道４号‖９月 日




